
 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

【文化芸術振興課】 

 

文化企画振興事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         66,927 

         (55,353) 

 

国      5,405 

 

財        13,763 

 

繰     5,599 

 

諸      5,550 

        

㊀        36,610 

           

 

 

 

挑１  近江文化発見・発信事業       3,400［国、㊀］（3,400） 

県民が滋賀の歴史・風土・文化・自然等の魅力を認識し、地域への

愛着を深めるとともに、その魅力を発信するため、滋賀にゆかりのあ

る文学作品の朗読会等を行う。 

 

 

 

 

２ 文化芸術による共生社会づくり事業  7,400［国、㊀］（8,800） 

障害の有無等にかかわらず誰もが文化芸術に親しみ、交流を通じて

相互理解を深める機会を創出するため、鑑賞サポートを行う文化芸術

イベントを開催するとともに、障害者等の文化芸術活動を支える人材

の育成等を図る。 

 

 

 

 

○新 挑３ 官民連携による文化芸術活動支援体制づくり事業    7,000 

［㊀］（-） 

企業のCSR活動を促進し、文化芸術活動を支援できる体制づくりを

行うため、企業を対象にしたヒアリング調査やフォーラムの開催を行

うとともに、コーディネート相談窓口を設置する。 

 

 

 

 

○新４ しがアートフェス・キッズミュージアム事業       5,723 

［繰、㊀］（-） 

多様な主体や世代の文化交流を促進するため、県内美術館・博物館

等が連携し、県北部地域において、親子で楽しめる文化芸術体験や県

内文化団体等による発表の場を提供する。 

 

 



 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

  

５ 文化的資産を活用したツアー造成事業                 2,100 

［国、繰］（2,100） 

文化観光の推進を図るため、県内の文化資源等を活用したツアーの

販売促進を行う。 

 

 

 

 

 

○新６ 文化部活動改革推進事業            1,965［国、㊀］（-） 

中学校部活動の地域連携・地域展開にあたり、教育委員会と連携し

て受け皿となる地域文化活動の活動実態や意向の調査等を行う。 

 

 

 

 

 

○新７ 文化でつながる健康しが社会的処方推進事業    187［㊀］（-） 

文化活動を人々の心身の健康につなげる社会的処方の推進に向け、

その考え方を広く周知し、取組の充実を図るため、美術館・博物館の

職員や医療・福祉関係者等を対象に研修会を開催する。 

 

 

 

 

○新８ 文化スポーツによる地域活性化推進事業   1,624［㊀］（-） 

わた SHIGA輝く国スポ・障スポ開催を通じて育まれた企業や地域等

との連携関係を、文化やスポーツを通じた地域の活性化や魅力向上に

つなげるとともに、文化観光やスポーツツーリズムを推進する体制づ

くりに向けて、ワークショップ等を行う。 



 

 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

次世代文化芸術推進

事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

82,179 

         (67,041) 

 

㊀        82,179 

 

１ びわ湖ホール舞台芸術体験事業        70,341［㊀］（55,203） 

県内の子どもたちが優れた舞台芸術に触れる機会を提供するため、

ホールの子事業として、県内小学生等をびわ湖ホールに招き、オーケ

ストラとびわ湖ホール声楽アンサンブルによる音楽公演を実施する。 

 

① びわ湖ホール舞台芸術体験事業委託        16,395 

委託先：公益財団法人びわ湖芸術文化財団 

② びわ湖ホール舞台芸術体験事業促進補助金  51,316 

       補助率：10/10 補助対象：小学校等 

                             ほか 

 

 

 

 

美の魅力発信推進事

業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        16,328 

         (20,664) 

 

国      3,630 

 

㊀        12,698 

 

１ 地域資源活用交流創出事業     11,414［国、㊀］（11,400） 

地域に根差した文化やアートを活用した取組をつなげ、分野や地域

を超えた交流を生み出すため、新たな仕組みの構築や北部地域の振興

につながる取組等を支援する。 

 

文化を活用した地域交流創出事業補助金      8,000ほか 

補助率：10/10 補助対象：団体等 

 

 

 

 

 

挑２ 未来へ引き継ぐ美の魅力促進事業     4,473［国、㊀］（5,473） 

豊かな美の魅力を未来へ引き継ぐため、福祉の現場から生まれた造

形作品の展示を行い、より多くの人がそれらの魅力に触れる機会を提

供する。 

 

 



 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

文化施設管理運営費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      321,488 

        (319,380) 

 

使         1,274 

 

諸     35,660 

         

㊀       284,554 

          

 

１ 文化施設管理運営委託料   321,010［使、諸、㊀］（319,002） 

文化産業交流会館について、施設の管理や事業の実施を効率的・効

果的に行うため、指定管理者による管理運営を行う。 

 

指定管理者  公益財団法人びわ湖芸術文化財団 

指定管理期間 令和８年度から令和10年度 

 

 

 

 

 

 

 

文化施設整備事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

         146,949 

      (82,286) 

            

繰     3,800 

           

諸     3,200 

          

起    121,500 

           

㊀        18,449 

           

 

 

長１ 文化施設長寿命化等推進整備費     20,143［起、㊀］（17,145） 

文化産業交流会館について、来館者が安全かつ快適に利用できるよ

うにするため、施設や設備の改修等を行う。 

 

空調設備改修                 ほか 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

びわ湖ホール管理運

営費 

 

 

 

 

 

 

 

      1,022,894 

        (930,789) 

 

使         4,310 

 

㊀     1,018,584 

 

  １ びわ湖ホール管理運営委託料   1,015,120［使、㊀］（923,151） 

びわ湖ホールについて、施設の管理や事業の実施を効率的・効果的

に行うため、指定管理者による管理運営を行う。 

 

指定管理者  公益財団法人びわ湖芸術文化財団 

指定管理期間 令和８年度から令和10年度 

 

                                

 

 

びわ湖ホール施設整

備事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      1,709,889 

        (92,892) 

 

諸     17,000 

 

起   1,692,200 

 

㊀          689 

 

 

 

１ びわ湖ホール施設整備費    1,709,889［諸、起、㊀］（40,092） 

びわ湖ホールについて、来館者が安全かつ快適に利用できるように

するため、施設や設備の改修等を行う。 

 

 

 

 

 

美術館美術品収集事

業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         17,000 

         (12,000) 

 

寄     6,300 

 

繰     2,500 

 

㊀      8,200 

 

１ 美術品保全収集管理事業        17,000［寄、繰、㊀］（12,000） 

県民に優れた美術作品の鑑賞の機会を提供するため、美術作品の収

集や修復等を行う。 

 

 



 

 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

美術館展覧会開催事

業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       100,990 

        (117,395) 

 

使        28,436 

 

財        4,000 

 

寄      2,000 

 

㊀        66,554 

 

 

１ 展覧会開催事業     100,990［使、財、寄、㊀］（117,395） 

滋賀にゆかりの作家の紹介や美術館のコレクションを活用するた

め、様々なテーマの展示を行う。 

 

① 企画展                           41,678 

② 常設展                                  6,984 ほか 

 

 

 

 

 

美術館魅力向上・整備

推進事業費 

 

 

 

69,590 

(38,641) 

 

国       3,460 

 

繰      66,130 

             

                                                     

１ 美術館魅力向上・整備推進事業     69,590［国、繰］（38,641） 

美術館が県内外の多くの人に利用され、滋賀の美の魅力を発信する

存在感のある施設にするため、美術館の魅力を向上する事業を行うと

ともに、施設の機能の充実のための整備を推進する。 

                                                      

① 設計者選定・整備推進           41,909 

② 子どもと一緒に楽しめる美術館        11,645 

③ 社会的処方モデル実践               4,000 

④ ナイトミュージアム事業                  2,314 

⑤ 北の近江現代アーティスト展示            7,056ほか 

 

 

[債務負担行為] 

   期 間：令和８年度から令和10年度 

   限度額：723,965 

     内 容：美術館増築その他工事設計業務 

        

[債務負担行為] 

   期 間：令和８年度から令和９年度 

   限度額：98,340 

       内 容：美術館増築その他工事測量調査業務 

 

 

 



 

 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

希望が丘文化公園管

理運営費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

         371,693 

        (381,162) 

 

使         4,696 

 

繰    27,600 

 

諸           536 

         

㊀       338,861 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  希望が丘文化公園管理運営委託料           342,017 

［使、諸、㊀］（345,350） 

希望が丘文化公園、青少年宿泊研修所および野外活動センターにつ

いて、施設の管理や事業の実施を効率的・効果的に行うため、指定管

理者による管理運営を行う。  

 

指定管理者  公益財団法人滋賀県希望が丘文化公園 

指定管理期間 令和８年度から令和９年度 

                                       

２ 希望が丘文化公園活性化推進事業      28,078［繰、㊀］（34,156） 

希望が丘文化公園の活性化を図るため、PFI 方式により、宿泊研修

施設等の整備を含めた事業を行う。 

                                        

活性化事業PFI アドバイザリー業務委託料  27,600 

委託先：民間事業者 

ほか 

[債務負担行為] 

期 間：令和８年度から令和27年度 

限度額：13,263,974 

内 容：希望が丘文化公園内の施設の設計・建設・維持管理・ 

運営についてPFI方式による事業を行う。 

 

希望が丘文化公園施

設整備事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

78,439 

        (160,065) 

 

諸         4,500 

           

起      39,600 

           

㊀        34,339 

          

                                                          

１ 希望が丘文化公園施設整備費  78,439［諸、起、㊀］（160,065） 

希望が丘文化公園について、入園者が安全かつ快適に施設を利用で

きるようにするため、施設や設備の改修等を行う。 

 

変圧器更新改修         

陸上競技場公認更新に係る改修         ほか 

 

[債務負担行為] 

期 間：令和９年度 

限度額：24,550 

内 容：希望が丘文化公園内の橋梁整備に係る設計および 

地質調査を行う。 

 

 

 



 

 

 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

【文化財保護課】 

 

文化財活用促進費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

122,110 

(188,081) 

 

国        40,053 

 

繰         3,808 

 

起        32,000 

    

㊀       46,249 

 

 

本県の文化財の価値や魅力を県内外に発信し、文化財への理解を深め

るとともに、地域振興等につなげる。 

 

１ 「彦根城」世界遺産登録推進事業     24,860［㊀］(28,050） 

滋賀の文化財のブランド力向上、地域振興を図るため、彦根市と協

力して、彦根城の価値や魅力の発信、世界遺産登録に向けた取組を推

進する。 

 

彦根市とともに設立した彦根城世界遺産登録推進協議会に要 

する経費を負担する（県と市で1/2ずつ負担する）。 

① 協議会運営費         494（協議会予算：    989） 

② 調査研究事業費    17,770（協議会予算： 35,540） 

③ 情報発信事業費      6,596（協議会予算： 13,191） 

 

  ２ 「幻の安土城」復元プロジェクト事業         76,467 

［国、起、㊀］(131,289） 

全国的な知名度を誇る安土城の実像を明らかにし、デジタル技術を

活用した安土城の見える化を進めることにより、安土城の価値・魅力

を広く発信する。 

 

① 安土城の実像解明と保全           73,554 

特別史跡安土城跡の実像解明とともに、将来にわたって適 

     切に保存・公開活用を行うことを目的に令和の大調査等を実 

     施する。 

 

② デジタルによる安土城の見える化           850 

安土城の見える化に向けて作成した、復元・体感アプリ 

「安土城」保守点検を行う。 

 

③ 機運醸成の取組                 2,063 

「安土山図屏風」や16・17世紀の西欧との文化交流に係る 

調査研究を行い、その成果等を情報発信するとともに、歴史 

セミナーや現地の公開事業を開催し、安土城への関心を高め 

る事業を実施する。 



 

 

 

 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

○新挑３ 観光キャンペーンと連動した安土城の魅力発信事業    8,584 

［国、㊀］(-) 

築城450年を迎える安土城の魅力を観光キャンペーンと連動して

発信し、地元市民および官民が連携して、安土城によって地域の活

性化を図る。 

 

① 安土城を核とした観光キャンペーンと連動した地域の 

魅力発信事業                  6,526 

② 「安土城築城への道」探訪事業        58 

③ あつまれ！お城KIDS～復元体感 安土城～  2,000 

 

 

４ 「近江の城」魅力発信事業      5,888［国、㊀］(6,373) 

 

滋賀県が誇る文化財である「城」の魅力を全国に向けて広く発信

し、滋賀への来訪者の拡大を図る。 

 

① 県外での魅力発信事業              1,939 

② 県内での魅力発信事業                3,949 

 

 

５ 琵琶湖に眠る水中遺跡魅力発掘・発信事業          2,430 

［㊀］(8,816) 

琵琶湖の水中遺跡に光を当て、滋賀県ならではの文化財の価値と 

魅力を発信することにより、水中遺跡の保存と活用を図る。 

 

① 水中遺跡保存活用に向けた調査          210 

② 水中遺跡に係る講演会、資料展示会        2,220 

 

 

 

 

 

 



 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

文化財保護助成費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

172,945 

        (134,315) 

 

財      8,688 

 

繰       128,098 

 

㊀        36,159 

 

 

 

文化財の保存と活用を図るため、文化財の所有者等が行う保存修理等

の事業に対して助成を行う。 

 

１  指定文化財保存修理等補助事業   146,562［繰、㊀］(120,721) 

(1) 国指定文化財保存修理等補助金 69,519［繰、㊀］ (84,519) 

国指定文化財の所有者等が実施する保存修理事業等に要する経

費の一部を助成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

(2) 県指定文化財保存修理等補助金      58,879［繰］(20,370) 

県指定文化財の所有者が実施する保存修理事業等に要する経費

の一部を助成する。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

建造物保存修理      4件 

建造物防災施設等     9件 

美術工芸品保存修理   5件 

美術工芸品防災施設   1件 

美術工芸品収蔵庫改修   1件 

民俗文化財保存修理   3件 

史跡等保存修理     7件  ほか 

建造物保存修理      2件 

美術工芸品保存修理   2件 

民俗文化財保存修理   4件  ほか 

補助率：国庫補助残の２／10～３／10 

補助対象：国指定文化財の所有者等 

補助率：６／10 補助対象：県指定文化財の所有者 



 

  

 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

琵琶湖文化館管理運

営費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    5,660,278 

      (2,068,370) 

 

寄    120,000 

 

繰    35,426 

 

諸         3,050 

 

起     5,122,900 

     

㊀       378,902 

 

 

休館中の琵琶湖文化館に収蔵している国宝・重要文化財を含む収蔵品

の安全かつ良好な管理および活用を行うとともに、新・琵琶湖文化館の

整備を推進する。 

 

１ 新・琵琶湖文化館整備推進事業               5,635,902 

［寄、繰、諸、起、㊀］(2,044,320) 

新・琵琶湖文化館の令和９年度中の開館に向け、整備を推進する。 

 

① 新・琵琶湖文化館の施設整備       5,555,765 

PFI事業契約に基づき、新・琵琶湖文化館の整備に係る建 

     設工事等を行う。 

 

② 琵琶湖文化館移転準備等業務          80,137 

壁画「舎利供養」の移設や新・琵琶湖文化館整備の機運 

醸成、歳入確保に係る業務等を行う。 

 

 

 

埋蔵文化財センター

管理運営費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     59,716 

         (32,233) 

 

使         2,250 

    

㊀        57,466 

 

 

埋蔵文化財センターを管理運営することで埋蔵文化財の整理・保管や

活用を進め、その理解促進を図る。 

                                                

１ 埋蔵文化財センター機能強化検討事業    29,708［㊀］(3,029) 

老朽化や公開・活用などの課題を抱える埋蔵文化財センターについ

て、基本計画を策定する。 

 

 



 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

【スポーツ課】 

 

スポーツ交流推進費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67,118 

（51,485) 

 

国     16,814 

 

㊀     50,304 

 

 

スポーツによる交流を通じてスポーツの持つ多様な価値を共有・発信

し、地域の活性化を図る。 

 

挑１ しがスポーツの魅力総合発信事業   9,818［国、㊀］(8,213) 

県民が日常的にスポーツを楽しみ、生き生きと健康で暮らせる機会

を提供できるよう、しがスポーツ大使との交流や県ホームページ等を

通じてスポーツの魅力や県内のスポーツ情報を発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挑２ プロスポーツ等を活用した県民スポーツ推進事業      13,500 

［国、㊀］(24,722) 

県民のスポーツへの関心を高めるため、プロスポーツチーム等の試

合会場等を活用し、スポーツ関連事業の広報啓発を行う。 

 

 

 

① 「しがスポーツ大使」交流事業         2,113 

② 「国スポ・障スポ出場選手」交流事業    1,500 

③ スポーツ情報総合発信サイト「しがスポーツナビ！」 

運営事業                  6,205 



 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ シンボルスポーツ創出・定着事業   33,000［国、㊀］(14,250) 

わた SHIGA輝く国スポ・障スポ開催競技等をシンボルスポーツとし

て普及、振興して未来へと継承し、地域の活力を生み出すことを目的

に、市町と競技団体が連携して実施する大会や合宿等の経費を補助す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４ ホームアンドアウェーツーリズムによる地域活性化実証事業 

2,800［㊀］(2,800) 

   県内で開催されるプロスポーツチームの試合に、より多くのアウェ

ーチームのファンが来県いただけるよう、県内のチーム、飲食店等に

加え、他府県とも連携を進め、本県、他府県の両地域での新たな人流

の創出による地域活性化に向けた実証実験を行う。 

 

 

 ○新５ プロスポーツ教育の日関連事業        8,000［㊀］(-) 

   小学生等がプロスポーツの試合観戦を通じて、上質な本物の体験か

ら将来につながる考え方や生き方を学び、スポーツへの関心を深める

機会を企業からの協力・協賛を得ながら提供する。 

 

 

① 集客増加につながる取組支援（全国大会・合宿等） 

11,000 

補助率：１／２ 補助対象：１９市町等 

 

② 競技普及・拡大につながる取組支援（体験会等） 

19,000 

  補助率：１／２ 補助対象：１９市町等 

 

③ 複数市町にまたがる広域的な取組支援        3,000 

  補助率：２／３ 補助対象：競技団体 

対象：県内小学生等（主に中高学年） 

5,000 人×２試合 



 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

スポーツ振興事業費 

 

 

 

 121,057 

(58,019) 

 

国        415 

 

諸     3,600 

 

㊀    117,042 

 

子どもから高齢者まで生涯を通じて、主体的にスポーツに親しめるよ

う、地域のスポーツ推進を図る。 

 

１ スポーツボランティア支援事業      7,421［㊀］(6,500) 

スポーツを「支える」文化の定着のため、スポーツボランティアの

活動を紹介するとともに、ボランティア活動の機会に関する情報を提

供する。 

 

 

 

 

２ 運動部活動の地域連携に向けた環境整備事業      67,348 

［国、㊀］(9,248) 

滋賀の子どもたちが将来にわたってスポーツに継続して親しむこ

とができるよう、運動部活動の地域連携に向けて、各種課題の解決に

向けた取組を進める。 

 

 

 

 

 

 

３ スポーツを活用した地域活性化事業    7,000［㊀］(7,000) 

トップアスリートや指導者が県内のスポーツ施設を拠点に活躍さ

れることを通じて滋賀の魅力を発信し、大会・合宿等の誘致に繋げ、

地域の活性化を推進するため、県内スポーツ施設を活用したトップア

スリートの育成や地域住民との交流等の機会創出を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しがスポーツボランティア支援事業委託  

委託先：民間事業者          ほか 

① 地域連携のための「地域指導者」確保事業  10,367 

② 地域展開を見据えた「地域型部活動」実証事業 56,252 

ほか 

補助率：２／３ 補助対象：スポーツを活用して地域活性

化に資する事業を行う団体 



 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○新４ 県立スポーツ施設利用促進・活性化事業    17,448［㊀］(-) 

県立スポーツ施設を活性化させ、スポーツを「する」「みる」「支え

る」人の増加につなげるため、各県立スポーツ施設への来場と利用を

促す取組を行う。 

 

 

 

  

 

団体育成・各種大会

負担費 

 

 

 

  181,523 

(69,666) 

      

㊀    181,523 

 

各スポーツ団体への運営支援や競技大会の開催支援を行い、本県のス

ポーツ振興を図る。 

 

１ びわ湖マラソン大会負担金       50,000［㊀］(50,000) 

スポーツの感動を体感することで心身の健康を増進し、「健康しが」

を実現する大会として、また、滋賀の魅力発信を通じて地域の活性化

につなげる大会として開催するびわ湖マラソン大会の開催経費の一

部を負担する。 

 

                             

  ２ ワールドマスターズゲームズ2027負担金       121,877 

［㊀］(10,020) 

令和９年５月に開催するワールドマスターズゲームズ 2027 関西に

向けて、組織委員会および開催市実行委員会と連携しながら、参加者

の確保や機運の醸成など大会の開催準備を着実に進めるにあたり、開

催経費の一部を負担する。 

 

 

 

 

 

 

 



 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

障害者スポーツ振興

費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

138,413 

(110,045) 

 

国     10,518 

          

㊀    127,895 

 

障害のある人がスポーツを「する」「みる」「支える」に取り組み、

スポーツを通じて共生社会の実現を図るため障害スポーツを振興する。 

 

１ パラスポーツ推進事業          18,873［国、㊀］(5,811) 

障害のある人に、特別支援学校や地域の総合型地域スポーツクラ

ブ等、身近な日常のスポーツをする場を提供するとともに、障害に

配慮したスポーツをみる機会を設ける。 

 

 

 

 

 

 

２ 障害者スポーツ大会開催事業     8,461［国、㊀］(6,162) 

障害のある人の健康増進と社会参画を促進するため、ボッチャな

どの競技を体験できるスペシャルスポーツの広場を県内各地で開催

するとともに、県障害者スポーツ大会を開催する。 

 

                                                         

３ パラアスリート養成派遣・大会参加支援事業       54,477 

［㊀］(60,726) 

県内パラアスリートの成長を披露する機会である、全国障害者ス

ポーツ大会(青森大会)等に選手および監督を派遣する。 

 

 

 

 

 

① 全国障害者スポーツ大会選手養成・派遣事業 44,938 

② パラアスリート大会参加支援事業       8,539 

③ 特別支援学校スポーツ交流大会支援事業   1,000 

① パラスポーツ実施環境整備事業     15,200 

② パラスポーツ指導者育成事業         320 

③ ICTを活用したスポーツ観戦事業     3,301ほか 



 

単位：千円   

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

   

４ パラスポーツ普及啓発事業          8,838［㊀］(4,324) 

県民全体に対し幅広くパラスポーツの普及啓発を行い、パラスポー

ツの周知を図るとともに障害者理解の促進を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新５ パラスポーツ共生社会プロジェクト      7,615［国、㊀］(-) 

障害の有無にかかわらず、誰もが運動・スポーツを楽しむ機会を提

供し、パラスポーツを一緒にする環境を創出することで、スポーツを

通じた共生社会の実現を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 大学連携パラスポーツ調査研究事業  1,200 

② WEB広告等を活用した啓発事業  3,696 

③ パラスポーツ普及啓発事業          1,877 

④ パラスポーツ共生フォーラム開催事業 1,435 ほか  

① パラスポーツフェスティバル開催事業 3,518 

② アスリート同士の交流機会創出事業  4,097 



 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

 

スポーツ施設整備費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,607,625 

(1,302,125) 

 

国     47,430 

     

起     388,000 

    

㊀   1,172,195 

 

１ 彦根総合スポーツ公園整備事業              158,419 

［国、起、㊀］(142,646） 

彦根総合スポーツ公園庭球場整備のため、基本設計の変更や地質調

査、用地補償等を行う。 

 

 

 

 

２ 滋賀ダイハツアリーナ整備事業     528,616［㊀］（528,616） 

スポーツ・健康づくりの拠点にふさわしい中核施設として、PFI方

式により整備した滋賀ダイハツアリーナの建設関係費および維持管

理・運営費を支出する。 

 

 

３ プール整備支援事業         510,308［㊀］（479,421） 

県立スイミングセンターの代替機能を担うプールを整備・運営す

る草津市に対して、財政支援を行う。 

 

 

４ 施設整備費                   379,282［起、㊀］（151,442） 

令和７年度末に閉館し廃止するウカルちゃんアリーナ（県立体育

館）および県立スポーツ会館を解体するため、解体工事費等を支出

する。 

 

[債務負担行為] 

期 間：令和８年度から令和９年度 

限度額：1,398,049 

内 容：県立体育館（ウカルちゃんアリーナ）解体工事業務  

 

 

○新５ 陸上競技場照明整備可能性調査事業     31,000［㊀］（-） 

彦根総合スポーツ公園にある平和堂ＨＡＴＯスタジアム（第１種陸

上競技場）の照明整備の可能性を検討するため、設計および景観シミ

ュレーションを行う。 

 

① 委託費（設計・測量等調査）    37,290 

② 用地補償費      120,000 ほか 



 

単位：千円  

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

【国スポ・障スポ大会

局】 

 

国民スポーツ大会・全

国障害者スポーツ大

会関連事業費 

 

 

 

 

 

  14,141 

          （-) 

 

繰      2,518 

      

㊀        11,623 

 

 

 

 

 

 

○新１ わたSHIGA 輝く環境配慮実践事業      9,040［繰、㊀］（-） 

わた SHIGA輝く国スポ・障スポを契機とした環境配慮の取組の定

着を図るため、県立スポーツ施設等においてウォーターサーバーの

設置を行うとともに、CO₂ネットゼロ社会づくりに向けた子ども達の

主体的な取組を促進する。 

 

○新２ わたSHIGA 輝く共生社会実現事業       4,650［㊀］（-） 

スポーツを通じた共生社会の実現に向けて、障害のある人もない

人も共にスポーツを楽しめる環境づくりとして、県立スポーツ施設

等へのカームダウンスペース設置など大会参加者の声を踏まえたユ

ニバーサルデザインの取組を推進する。 

 

 

わた SHIGA 輝くスポ

ーツ振興基金積立事

業費 

 

 

175,200 

(-) 

 

㊀       175,200 

 

 

○新１   わたSHIGA 輝くスポーツ振興基金積立事業   175,200［㊀］（-） 

 

わた SHIGA輝く国スポ・障スポの取組をレガシーとして発展させ、

「健康しが」の実現に向けた県民のスポーツ振興を図ることを目的と

して設置する基金への積立を行う。 

 

 

 

国民スポーツ大会費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      169,743 

        (108,980) 

 

㊀       169,743 

 

本県の競技スポーツ振興のため、国民スポーツ大会等に出場する選手

等を支援する。 

 

１ 国民スポーツ大会派遣費補助金     105,115［㊀］（35,557） 

本県を代表し、第80回（第81回冬季）国民スポーツ大会等に参加

する選手や監督の派遣経費に対し補助を行う。 

 

 

 

 

 

 

補助率：10/10 補助対象：公益財団法人滋賀県スポーツ協会 

 



 

単位：千円   

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

［財源名］、（前年度予算額） 

   

○新２ 第 80回国民スポーツ大会近畿ブロック大会開催補助金          

60,918［㊀］(-) 

本県で開催される第 80 回国民スポーツ大会近畿ブロック大会の会

場設営・運営等に必要な経費に対し補助を行う。 

補助率：10/10 補助対象：第80回国民スポーツ大会近畿ブロック 

大会滋賀県実行委員会 

  

競技力向上推進事業

費 

 

 

 

 

310,141 

       (797,426) 

 

繰     17,520 

 

諸        1,948 

 

㊀       290,673 

 

 

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポの取組を継承し、レガシーとして発展

させるため、県民の健康づくりを支える指導人材の確保や競技スポーツ

の振興にかかる環境の整備に取り組む。 

 

○新１ 競技力向上推進事業補助金         233,764［繰、㊀］(-) 

競技スポーツの振興を通じた「健康しが」の実現を目指すため、本

県選手の育成・強化や競技の普及、指導者確保に関する経費に対して

補助を行う。 

補助率：10/10 補助対象：公益財団法人滋賀県スポーツ協会 

 

 

２ SHIGA アスリートナビ           1,754［㊀］（1,764） 

滋賀での競技活動や指導者としての活動を希望する選手と民間企

業を接続することで、選手のセカンドキャリアを支援するとともに、

県内企業の人材確保につなげる。 

 

○新３ 夢のバトン・プロジェクト          61,923［㊀］（-） 

大会後の指導体制の充実を図るため、「アスリート指導員」の雇用を

滋賀県スポーツ協会に委託するとともに、質の高い指導者の育成を目

指し、日本スポーツ協会等の公認指導者資格取得を支援する。 

 

４ 次世代アスリート発掘育成事業             9,468 

［繰、諸、㊀］（12,022） 

滋賀県内の運動能力に優れた子どもたちを見いだし、競技体験等の

様々な育成プログラムを通じ、トップアスリートを目指すジュニア選

手を育成する。 

 


